
京都大学博士（教育学）。京都大学教育学部助手、群馬大学教育学部助教授などを経て、2004年から現職。専門は教育方法学、大学教育学。
特に関心があるのは、能力論、学習論、評価論で、大学と中学校・高校を主なフィールドにして、〈新しい能力〉、ディープ・アクティブラーニング、
パフォーマンス評価などの理論的・実践的検討を行っている。
現在、日本学術会議会員、日本カリキュラム学会代表理事、中央教育審議会大学分科会及び初等中等分科会教育課程部会の委員等を務める。
著書に『〈新しい能力〉は教育を変えるか：学力・リテラシー・コンピテンシー』（ミネルヴァ書房、2010）、『ディープ・アクティブラーニング：大学
授業を深化させるために』（勁草書房、2015）、『深い学びを紡ぎだす：教科と子どもの視点から』（勁草書房、2019）、『対話型論証による学びの
デザイン：学校で身につけてほしいたった一つのこと』（勁草書房、2021）など多数。

松下 佳代  （京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

参加の申込みについては裏面をご参照ください。

主催：立命館大学大学院教職研究科（教職大学院）
[連携教育委員会]京都府教育委員会／京都市教育委員会／滋賀県教育委員会／大阪府教育委員会／大阪市教育委員会

〈第1部〉 教職大学院からの報告　13：50～14：35
教学まとめ
ＦＤまとめ
院生の2年間の成果報告

〈第2部〉 講演会・対談　14：45～16：15
講演テーマ：｢理論と実践の往還を捉え直す：対話型論証の場合｣
講師：松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
対談：荒木 寿友（立命館大学大学院教職研究科教授）

立命館朱雀キャンパス 5階 大講義室

PROGRAM

参加費無料・事前申し込み要

今年度もコロナ禍での厳しい状況は続いております

が、立命館大学教職大学院主催による「第4回教育実

践探究フォーラム」を左記の通り開催する運びとなり

ました。

本教職大学院は、2017年度開設以来、「臨床教育」、

「教育方法・学習科学」、「国際教育」の三つのコース

を通して、「理論と実践の往還」を掲げ、日々の実践に

取り組んで参りました。5年目を迎えた今年度は、改め

て私どもの原点ともいうべき「理論と実践の往還」を

捉え直す機会にしたいと考え、「理論と実践の往還を

捉え直す：学校現場における教育理論」をテーマと致

しました。教育理論を学校現場で生きた力にしていく

には何が求められるのか、松下佳代 京都大学（高等

教育研究開発推進センター）教授の講演を受け、皆さ

まと共に深めていきたいと考えております。

本学関係者、学校教職員、教育委員会関係者や研究

者の皆さま、広く教育に関心を持っておられる皆さま

のご参加を心よりお待ちしております。

理論と実践の往還を捉え直す：

学校現場における教育理論

2021年度立命館大学教職大学院
教育実践探究フォーラム
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理論と実践の往還を捉え直す：

学校現場における教育理論

2021年度立命館大学教職大学院
教育実践探究フォーラム

〈申込フォームURL〉

立命館大学朱雀独立研究科事務室
お問合せ先

〒604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町１　電話番号：075-813-8269　メールアドレス：kyoken-s@st.ritsumei.ac.jp

［会場］

■ JR・地下鉄京都駅から
JRにて約10分、「二条駅」下車、徒歩約2分
京都市営烏丸線にて約5分、「烏丸御池駅」で
京都市営東西線に乗り換え、「二条駅」下車、徒歩2分

立命館朱雀キャンパス
〒604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町１

https://program-service.ritsumei.ac.jp/
public/seminar/view/19636

2022年1月21日（金） 17:00申込締切
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立命館大学

朱雀キャンパス

本フォーラムはどなたでもご参加いただけますが、期限までに申し込みが必要です。参加費は無料です。
参加をご希望の方は、以下のURLもしくはQRコードよりお申し込みください。

実施形態について
●本フォーラムは、会場での対面実施とオンライン配信を併用した開催を予定しております。ご希望の参加形態は、上記申込フォームに回答され
る際にお伺いします。（会場での参加は先着70名まで）

●新型コロナウイルスの感染状況によっては、オンライン配信のみでの実施となる場合がありますのでご了承ください。
●万一、オンライン配信のみでの実施となった場合、開催の2週間前をめどに、本研究科ホームページのニュースでご案内します。

オンライン配信をご希望の方へのお願い
●本フォーラムはZoom(アプリケーション)を利用して配信する予定です。Zoomアプリを最新版にアップデートの上、ご参加ください。
●映像、音声を許可なくスクリーンショットや写真、動画、音声で記録すること、またそれらを第三者に共有することを固くお断りいたします。
●事前にお送りする参加に必要なURLやID、パスワードを第三者に共有・公開することを固くお断りいたします。
●インターネットやアプリケーションの設定や不具合等、接続上のトラブルについては、対応し兼ねますのであらかじめご了承ください。
●参加URL等の詳細は、開催前日までに、申込時に登録されたメールアドレスにご連絡します。

申し込み時の個人情報の取扱いについて
●立命館大学大学院教職研究科は、「個人情報の保護に関する法律」および「学校法人立命館個人情報保護規定※」を遵守し、お申込時にご記入
いただいた個人情報は、本フォーラムの運営に関わる業務のみに使用します。

オンライン
同時配信あり

会場参加

先着70名

参加費無料・事前申し込み要

※http://www.ritsumeikan-trust.jp/info/privacypolicy/g01_01_j/  ご参照


